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岸田文雄フェイスブック

　昭和32年生まれ。早稲田大学法学部卒業後、㈱日本長期信用銀行等を経て、平成５年の衆
議院議員総選挙において初当選。以後８期連続当選中。
　自民党青年局長・商工部会長・経理局長、建設政務次官・文部科学副大臣、衆議院厚生労働
委員長などを歴任後、平成19年の第一次安倍改造内閣において内閣府特命担当大臣（沖縄
担当など）で初入閣。初代消費者行政推進担当大臣として消費者庁新設の土台を作る。
　平成23～24年にかけて野党自民党において国会対策委員長として指揮をとり、与党に対し
て厳しい国会追及を行い、解散に追い込む。
　また24年には保守本流の政策集団である
「宏池会」の会長に就任する。
　平成24年に発足した第二次安倍内閣におい
て外務大臣として入閣、続く第二次安倍改造内
閣・第三次安倍内閣・第三次安倍改造内閣でも
引き続き再任され、現在戦後外務大臣の在任
期間歴代６位という長さとなっている。

https://www.facebook.com/fkishida
日々の活動写真を中心に更新しています

TRY to THE BEST
希望・勇気・決断、歴史に耐えうる政治を

64 ○平成二十七年を振り返って

○１０月～１１月の
　　　　　　怒濤の外交日程

　第6回日中韓サミット（於：韓国）１１月２日　第6回日中韓サミット（於：韓国）１１月２日

４．ルクセンブルク １１月４日～１１月６日

５．フィリピン １１月１６日～１１月１７日

６．オーストラリア １１月２０日～１１月２３日

日豪２＋２ ビショップ外相 クッタバル慰霊碑への献花

APEC閣僚会合 日・カナダ外相会談 日・タイ外相会談　

ASEM外相会合

「V4＋日本」外相会合

日独外相会談

日・ルクセンブルク外相会談

日・パキスタン外相会談



　

平
成
二
十
四
年
十
二
月

に
第
二
次
安
倍
内
閣
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
、丸
三
年

が
経
ち
ま
し
た
。

　

今
年
は
戦
後
七
十
年
の

節
目
の
年
と
さ
れ
、外
交
・

安
全
保
障
の
分
野
で
大
き

な
出
来
事
が
続
き
ま
し

た
。十
八
年
ぶ
り
の
日
米
安

全
保
障
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
見
直
し
、初
の
日
本
の
総

理
の
米
国
上
下
院
合
同
会
議
で
の
演
説
、戦
後

七
十
年
談
話
、三
年
半
ぶ
り
の
日
中
韓
サ
ミ
ッ

ト…
…

。

　

特
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、平
和
安

全
法
制
の
国
会
論
戦
は
、国
内
外
の
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、国
際
的
な
安
全
保
障
環
境
の
大

き
な
変
化
の
中
、我
が
国
の
国
民
の
命
や
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
、日
本
の
今
の
制
度
や
備
え
は

十
分
な
の
か
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
十
〜
二
十
年
の
科
学
技
術
や
国
際
情
勢

の
変
化
だ
け
を
見
て
も
、当
然
変
化
が
求
め
ら

れ
る
。そ
れ
で
は
ど
こ
ま
で
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か…

…
。

　
一
方
で
、我
が
国
に
は
戦
後
の
日
本
を
支
え

て
き
た
平
和
憲
法
が
あ
り
ま
す
。こ
の
憲
法
と

の
関
係
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
対
応
が
許
さ
れ
る

の
か
。

　
こ
の
ふ
た
つ
の
課
題
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、ギ

リ
ギ
リ
の
議
論
が
行
わ
れ
、ひ
と
つ
の
結
論
に

達
し
ま
し
た
。戦
後
の
政
治
の
中
で
も
大
変
重

要
な
議
論
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　　

そ
し
て
来
年
、政
治
は「
経
済
の
季
節
」を
迎

え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス「
新

三
本
の
矢
」、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
署
名
、日
Ｅ
Ｕ
経
済
連

携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）交
渉
な
ど
、日
本
経
済

の
活
力
が
問
わ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
日
本
の
経

済
再
生
が
、広
島
を
は
じ
め
地
方
に
お
い
て

も
実
感
で
き
る
よ
う
な
成
果
を
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　　
あ
わ
せ
て
来
年
は
、日
本
の
外
交
に
と
っ

て
も
国
際
的
に
大
き
な
責
任
を
担
う
重
要

な
年
と
な
り
ま
す
。八
年
ぶ
り
に
Ｇ
７
の

議
長
国
を
務
め
ま
す
。五
年
ぶ
り
に
国
連

安
保
理
非
常
任
理
事
国
を

務
め
ま
す
。日
中
韓
三
カ
国

サ
ミ
ッ
ト
の
議
長
国
も
、今

年
は
日
本
が
務
め
ま
す
。

　

そ
の
中
で
広
島
に
お
い
て

は
Ｇ
７
外
相
会
談
が
開
催
さ

れ
ま
す
。Ｇ
７
外
相
会
談
は
、

自
由
や
民
主
主
義
、法
の
支

配
、人
権
と
い
っ
た
基
本
的

な
価
値
を
共
有
す
る
主
要
国

の
外
相
が
集
ま
り
、国
際
社

会
の
外
交
・
安
全
保
障
に
つ

い
て
議
論
す
る
大
切
な
枠
組

み
で
す
が
、あ
わ
せ
て
、こ
う

し
た
主
要
国
の
外
相
に
被
爆

地
広
島
を
訪
問
し
て
も
ら

い
、被
爆
の
実
相
に
触
れ
て

も
ら
い
、「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」実
現
に
向
け
た
機
運
を
高
め
て
い
く
こ
と
に

繋
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　　

来
年
は
参
議
院
選
挙
も
あ
り
、日
本
に
と
っ

て
政
治
に
と
っ
て
、こ
れ
か
ら
を
左
右
す
る
大
切

な
一
年
と
な
り
ま
す
。私
も
心
を
引
き
締
め
て
臨

み
た
い
と
存
じ
ま
す
。ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　

平
成
二
十
七
年
を
振
り
返
っ
て

外
務
大
臣　

岸
田
文
雄

member of the House of Representatives 

クッタバル豪海軍基地訪問（オーストラリア）

ASEM外相会合

　１０月～１１月の怒濤の外交日程

　今年は通常国会が９月まで延長され、外務大臣も所管大臣として委員会出席が義務づけられた平和安全
法制の特別委員会がギリギリまで審議されたため、例年よりは外遊に出ることができませんでした。
　そのため国会が終わった直後から、それを埋め合わせるかのように外交日程が続きました。

１．国連（米国） ９月２８日～１０月１日

２．イラン・カタール 10月11日～１０月15日

３．韓国 １１月１日

日米地位協定の環境補足協定の署名 日・米・印外相会合
第９回包括的核実験禁止条約

（CTBT）発効促進会議

ローハニ大統領（イラン） ザリーフ外相（イラン） ザンギャネ石油大臣（イラン）

タミーム首長表敬（カタール） アブドッラー首相兼内相（カタール） アルティーヤ外相（カタール）

王毅外交部長（中国） ユン・ビョンセ外交部長官（韓国）日韓外相会談


